「音ってふしぎ、おもしろい！」
長泉町立長泉北小学校　三年　大鉢　理桜

　「おーい！」「「おーい！」
　「やっほー！」「やっほー！」
　八月のさいしょの日曜日、ぐんまけんのおばあちゃんの家から長野けんに行くと中、くねくねの山道のちょう上で、お父さんが車を止めてくれました。
　「ここならやまびこができるかもしれないね。やってみる？」
　お母さんが言いました。
(やまびこ？やってみたい！)
まどを大きく開けて、いきをたくさんすいこんで、思いっきりさけびました。
「おーい！」
　少しだけまつと、わたしの声が小さくなって返ってきました。何回やっても返ってくるので楽しくなりました。そこでわたしは、前に読んだ『聞いて聞いて！音と耳のはなし』と言う本を思い出しました。
この本で、音はふるえる空気のなみだということを知りました。わたしは、耳のこまくがふるえて音が聞こえるという事は知っていましたが、音が空気のなみだという事は知らなかったので、おどろきました。それから、耳が感じ取るのは物にぶつかって、はねかえってからとどく音もあるということも知りませんでした。
　やまびこは向こうの山にぶつかって返って来たから、少しおそく聞こえたんだなぁと車の中で思いました。
家に帰ってきてから、また本を読んでみました。この本に書いてある中で、わたしが体けんしたことがほかにもないかなと考えてみることにしました。本の中に、でっかい音は強くて大きいふるえと書いてありました。
きょ年、自動車のレースを見に行った時、体中がビリビリしたのを思い出しました。今までに聞いたことがないくらい、すごく大きな音でこわくなったので、耳を守るためにイヤーマフをしたら音は小さくなったけれど、体のビリビリはつづいていました。あのビリビリは音のふるえだったんだなと気づきました。
今まで、だれかとお話をしたりすきな音楽を聞いたりした時に、空気のふるえなんで考えたこともありませんでした。音が聞こえるのもふつうの事だと思っていました。けれど、この本を読んで、空気のないうちゅうでは音は聞こえるのかな？と気になったので、調べてみました。すると、やっぱりうちゅうでは音が聞こえないことが分かりました。
わたしは、音が聞こえなかったらふ安になってしまうので、音の子超える世かいでよかったです。
「ばいばーい！」「ばいばーい！」
やまびこはとっても楽しかったです。これからも色んな体けんをして、色んな音を聞いていけたら楽しいだろうなと思いました。
